
医師偏在指標に関するデータ（厚労省：医師偏在指標作成支援データ集等） 

  大阪府の医師偏在指標・目標医師数・必要医師数（国提示） 

医師偏在指標について 

 医師多数区域・医師少数区域の設定 
全国の335二次医療圏の医師偏在指標の値を一律に比較し、上位
の一定の割合を医師多数区域、下位の一定の割合を医師少数区
域とする基準を国が提示し、それに基づき都道府県が設定する。 

医師偏在指標 

全国335医療圏 

医師偏在指標 

医療圏の順位 335位 334位 333位 ３位 ２位 １位 

小 大 

下位33.3％ 
⇒医師少数区域 

上位33.3％ 
⇒医師多数区域 

・・・ 

2023年目標医師数（国ガイドライン） 

・計画終了時の医師偏在指標が計画
開始時の下位33.3％に達するために
必要な医師数 

※医師少数区域以外では、計画開始
時の全二次医療圏の医師偏在指標
の平均値に達する値である医師数を  
参考に提示 
 
〇三次医療圏 

・医師少数区域以外では、現在の医
師数を超えた数値の設定不可 
〇二次医療圏 
・設定医師数の上限の記載なし 

目標医師数 必要医師数

ー 00全国 238.6 304,759 304,759 1.000 1,277.1 1,236.6 1,152.2 1.000 0.0% 0.0% - 238.6

↑ 27大阪府 272.7 23,946 23,886 1.003 88.6 86.1 79.6 0.992 2.5% 4.4% 18,628 269.7 22,407 7703 4393

↑ 2701豊能 351.7 3,627 3,538 1.025 10.5 10.5 10.2 0.984 9.3% -8.8% 1,711.5 337.4 2,872 1690 1189

↑ 2702三島 255.3 1,930 1,914 1.009 7.5 7.3 6.9 1.006 11.6% -8.4% 1,239.2 254.8 1,973 455 188

↑ 2703北河内 233.7 2,585 2,598 0.995 11.6 11.0 9.6 0.951 -1.0% -8.2% 1,803.2 223.4 2,922 327 -30

2704中河内 197.0 1,435 1,479 0.970 8.3 8.0 7.2 0.878 -16.9% 0.1% 1,147.6 178.3 1,957 -152 -350

↑ 2705南河内 278.7 1,755 1,720 1.021 6.1 5.7 4.8 1.029 4.5% -12.7% 992.6 281.1 1,582 626 384

↑ 2706堺市 218.2 1,900 1,906 0.997 8.4 8.2 7.6 1.036 11.1% -6.4% 1,407.0 226.7 2,138 251 -12

2707泉州 198.9 1,858 1,890 0.983 9.1 8.6 7.8 1.027 14.8% -9.7% 1,467.8 207.9 2,214 122 -135

↑ 2708大阪市 327.1 8,856 8,841 1.002 27.0 26.7 25.6 1.002 -3.2% 31.7% 4,286.0 327.1 6,739 4394 3170
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2036年必要医師数（国ガイドライン） 

・2036年における全国の医師数が 

全国の医師需要に一致する場合の医
師偏在指標（全国値）を算出 

・各地域において、医師偏在指標が
全国値と等しい値になる医師数 

(過剰 
医師数) 

(過剰 
医師数) 

供給推計－ 
 必要医師数 

地域の人口 

標準化医師数 

× 地域の標準化受療率比（※１） ÷ 10万 

標準化医師数 =  性年齢階級別医師数 ×
性年齢階級別平均労働時間

全医師の平均労働時間
 

 
地域の標準化受療率比(※１) ＝ 地域の期待受療率 ÷ 全国の期待受療率（※２） 
 

全国の期待受療率（※２）    ＝  
Σ（全国の性年齢階級別受療率×地域の性年齢階級別人口）

地域の人口 
 

2036 年 




